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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　雌ネジに対してねじ込み量調整可能に螺着されるネジ軸を有する調整ボルトの緩み止め
構造であって、
　前記ネジ軸に外嵌されるとともに前記雌ネジに対する軸方向位置が固定された筒管と、
前記ネジ軸が螺合するネジ孔を有するナットとを備え、該ナットの軸方向一側面には、前
記筒管の一端部が嵌まり込む凹部が設けられ、該凹部の内周面は、奥側に至るにしたがっ
て縮径するテーパー面であるとともに、該テーパー面の軸心は前記ネジ孔の軸心に対して
僅かに偏心されており、前記ネジ軸に螺着した前記ナットを前記筒管に対して締め込むこ
とにより前記偏心テーパー面を前記筒管の一端部に圧接させて前記ナットのネジ孔の軸心
を前記ネジ軸の軸心に対して偏心及び／又は傾斜させ、これにより前記ナットの締め込み
量に応じたプリベリングトルクが前記調整ボルトに生じた状態で前記調整ボルトを緩めた
り締結したりすることができるよう構成されている、調整ボルトの緩み止め構造。
【請求項２】
　前記雌ネジは前記筒管の内面に形成されている請求項１に記載の調整ボルトの緩み止め
構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ドラムのテンションボルトなどの調整ボルトのための緩み止め構造に関する
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【背景技術】
【０００２】
　図５に示すように、典型的な打楽器として良く知られているドラムは、ヘッド１のテン
ションを調整するための複数のテンションボルト（調整ボルト）２を備えている。テンシ
ョンボルト２は、ヘッド１の外周に設けられたフープ（リム）３を、シェル４の外周面に
取付けられたラグ５に対して締付けることによってヘッド１の張り具合を調整するもので
ある。ラグ５には、テンションボルト２に螺着されるネジ付き筒管６が固定されているも
のがある。
【０００３】
　なお、本願出願人が知っている先行技術文献は下記の通りである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平７－３０２０７６号公報
【特許文献２】特開２００９－４７７８０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ドラムは打楽器であり、特にハードロック系やヘビーメタル系の音楽の演奏時にはテン
ションボルトが振動によって緩むことがある。ヘッドの張り具合によってピッチ（音の高
さ）が変動するため、適切にチューニングされた張り具合を維持することが曲の終盤にお
ける音の品質維持に重要である。
【０００６】
　したがって、従来より、ワッシャーやストッパー等によって緩み止めを行うことが行わ
れていたが、ワッシャーでは十分な緩み止め効果が発揮されないし、また、ストッパーを
用いるとチューニングの際に一々ストッパーを取り外さなくてはならず手間であった。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、雌ネジに対してねじ込み量調整可能に螺着されるネジ軸を有する調整ボルト
の緩み止め構造であって、前記ネジ軸に外嵌されるとともに前記雌ネジに対する軸方向位
置が固定された筒管と、前記ネジ軸が螺合するネジ孔を有するナットとを備え、該ナット
の軸方向一側面には、前記筒管の一端部が嵌まり込む凹部が設けられ、該凹部の内周面は
、奥側に至るにしたがって縮径するテーパー面であるとともに、該テーパー面の軸心は前
記ネジ孔の軸心に対して僅かに偏心されており、前記ネジ軸に螺着した前記ナットを前記
筒管に対して締め込むことにより前記偏心テーパー面を前記筒管の一端部に圧接させて前
記ナットのネジ孔の軸心を前記ネジ軸の軸心に対して偏心及び／又は傾斜させ、これによ
り前記ナットの締め込み量に応じたプリベリングトルクが前記調整ボルトに生じるよう構
成されている。なお、前記テーパー面の開口端側の最大径は前記筒管の外径よりも大きく
、前記テーパー面の奥側の最小径は前記筒管の外径よりも小さくすることができる。
【０００８】
　本発明によれば、ナットを筒管に対して締め込むと、筒管の一端部がナットの偏心テー
パー面の周方向一部に強く圧接し、これによりナットのネジ孔とネジ軸とのハメアイの範
囲でナットがネジ軸に対して僅かに偏心及び／又は傾斜するとともに、ナットのネジ孔の
周方向一部がネジ軸に対して横方向に押し付けられ、ナットとネジ軸との間の摩擦抵抗に
よって調整ボルトにプリベリングトルクが付与される。このプリベリングトルクの大きさ
はナットの締め込み量（締め込み力）に応じた強さとなるため、大きな緩み止め効果を生
じさせたい場合には大きな締め込み力でナットを締結すれば良く、一方、チューニング時
の利便性等のために調整ボルトを比較的軽い力で回転操作したい場合には比較的小さな締
め込み力でナットを締結すればよい。ナットを締結した状態では、ナットのネジ孔軸心は
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ネジ軸の軸心に対して偏心及び／又は傾斜しているため、調整ボルトを緩める場合でもそ
のネジ軸の回転軸心がナットの回転軸心とは若干ずれているためにナットが供回りせず、
適度なプリベリングトルクを生じさせた状態で調整ボルトを緩めたり締結したりすること
が可能である。
【０００９】
　上記本発明において、前記雌ネジは前記筒管の内面に形成されていることが好ましいが
、筒管は単なるスリーブとして、筒管とは別に雌ネジを有するテンション保持ナットを筒
管の先端側に設けて、このテンション保持ナットに調整ボルトを螺合させてもよい。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、調整作業を煩雑にすることなく調整ボルトにプリベリングトルクを簡
単に付与して、これにより調整ボルトの緩み止めを行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の一実施形態に係る調整ボルトの緩み止め構造を示す拡大断面図であり、
ナットを筒管に対して締め込んでいない状態を示す。
【図２】ナットを筒管に対して締め込んだ状態の拡大断面図である。
【図３】ナットを筒管に対して締め込んだ状態の他の例を示す拡大断面図である。
【図４】調整ボルト及びナットを締め込むための工具の斜視図である。
【図５】ドラムの典型的な構造を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の好適な実施形態を図面に基づいて説明する。
【００１３】
　図１～図３は、図５に示す従来のドラムのテンションボルト２（調整ボルト）に、プリ
ベリングトルクを付与するためのナット７を取付けてなる本発明の一実施形態に係る緩み
止め構造を示している。
【００１４】
　テンションボルト２は、ネジ軸２ａの基端部に断面方形状や六角形状等のボルト頭２ｂ
が一体的に設けられた金属製のものであり、ボルト頭２ｂの下縁部にはフランジ部が設け
られていてよく、このフランジ部の下面とフープ３の上面との間には図示のように金属製
乃至布製のワッシャが設けられていてもよい。
【００１５】
　フープ３は全体としてリング状であり、ドラムヘッド１の外周縁に設けられた外縁リン
グを上方から押し付けるよう構成されている。
【００１６】
　ラグ５は、図示しないビス等によってシェル５に取付固定されている。ラグ５の上面に
は取付孔５ｂが開口形成されており、この取付孔５ｂに下方から円筒状のネジ付き筒管６
が嵌め込まれている。筒管６の下端部にはラグ５に対して回転しないように係合する例え
ば方形板状のフランジ部６ａが設けられており、このフランジ部６ａがラグ５の内面に係
合することによって筒管６が取付孔５ｂから上方に抜け出さないようになっている。また
、ラグ５の内面側壁に設けられたリブ５ａとフランジ部６ａとの間に固定板８が挿入され
、この固定板８によって筒管６が下方に抜け出さないようになっている。
【００１７】
　筒管６の内面には、金属製、例えば真鍮製であって、軸方向全長にわたって内周面に雌
ネジが形成されており、この筒管６の雌ネジにテンションボルト２のネジ軸２ａが螺合さ
れている。したがって、テンションボルト２を締結するとラグ５に対してフープ３が下方
に締付けられ、これによりヘッド１のテンションを大きくすることができるようになって
いる。
【００１８】
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　筒管６の上端部（一端部）はラグ５から上方に突出されており、この筒管６の上端部の
上側でナット７がネジ軸２ａに螺着されている。
【００１９】
　ナット７の底面（軸方向一側面）には、筒管６の上端部が嵌まり込む凹部７ａが設けら
れている。なお、凹部７ａが設けられた軸方向範囲内ではナット７のネジ孔は設けられて
おらず、ネジ孔は凹部７ａよりも上方の部位に設けられている。
【００２０】
　ナット７の凹部７ａの内周面は、奥側に至るにしたがって縮径するテーパー面であると
ともに、該テーパー面の軸心Ｐは前記ネジ孔の軸心Ｏに対して僅かに偏心されている。ま
た、テーパー面の下端部の最大径は筒管６の外径よりも大きく、テーパー面の上端部の最
小径は筒管６の外径とほぼ同じか若しくは小さくなされている。したがって、ネジ軸２ａ
に螺着したナット７を筒管６に対して締め込むと、偏心テーパー面の周方向一部（図１～
図３における左側端部）が筒管６の上端部に圧接され、これによりナット７のネジ孔とネ
ジ軸２ａとのハメアイの遊びの範囲内でナット７が僅かに径方向に移動するとともに僅か
に傾斜して、図２に示すようにナット７のネジ孔の軸心Ｑがネジ軸２ａの軸心Ｏに対して
僅かに偏心するとともに僅かに傾斜して、これによりナット７の締め込み量（締結力）に
応じたプリベリングトルクがテンションボルト２に生じるよう構成されている。
【００２１】
　かかるナット７の締結状態では、ナット７のネジ孔の軸心Ｑがネジ軸２ａの軸心Ｏに対
して偏心するとともに傾斜しているため、テンションボルト２を緩める場合においても締
め込む場合においてもナット７が供回りせず、適度なプリベリングトルクを付与した状態
でテンションボルト２によるヘッド１の張り具合の調整を行うことができる。したがって
、例えば図４に示すように、テンションボルト２の締結用の第１係合部８ａと、ナット７
の締結用の第２係合部８ｂとを一体に備える一つの工具８を携帯しておき、まず第２係合
部８ｂを用いてナット７を適度に締め込んでおけば、かかるナット７の締結力に応じたプ
リベリングトルクが生じた状態で第１係合部８ａを用いてテンションボルト２を回転操作
することができる。
【００２２】
　さらに、テンションボルト２のネジ軸２ａに生じる軸方向引っ張り力と、ナット７によ
ってネジ軸２ａに生じる横方向（軸方向に直交する方向）のいわゆる楔作用により付与さ
れるプリベリングトルクとによって、激しいドラム演奏を行ってもテンションボルト２が
緩むことが防止され、曲の終盤においても当該ドラムのピッチ（音の高さ）が好ましい範
囲から逸脱してしまうことなく、ライブやコンサートの最後まで良い音で演奏することが
可能となる。
【００２３】
　本発明は上記実施形態に限定されるものではなく、各種の装置や器具において締結力を
調整するための各種調整ボルトや、軸方向位置調整のための各種調整ボルトの緩み止め構
造に適用可能である。また、上記実施形態では雌ネジを筒管６に設けたが、ラグ５に雌ネ
ジを設けてもよいし、また、ラグ５内部に収納した別のナットに設けた雌ネジにネジ軸２
ａを螺合させることも可能である。
【００２４】
　また、図２に示す例ではナット７のネジ孔軸心が傾斜する取付状態を図示したが、テー
パー面のテーパー角度や寸法設計によっては図３に示すようにナット７が傾斜することな
く、ナット７のネジ孔軸心Ｑがネジ軸２ａの軸心Ｏに対して僅かに偏心する取付状態とな
ることも考えられ、かかる取付状態であっても、軸心の偏心によってナット７がネジ軸２
ａと共に供回りし難いものとなる。
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